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私達の通う小野幌小学校には、「学習公園」があります。学習
公園とは、広さ 2000平方メートルほどの自然林です。中央には
湧き水による池があり、野幌原始林を彷彿とさせるミズナラやヤ
マグワ、ホウノキなどの多様な広葉樹林の森です。エゾリスやア
カゲラなどの野生動物が住み、私達の自然学習の場として活用さ
れてきました。落葉の季節には、たくさんの落ち葉で道やグラウ
ンドが覆われ、全校で落ち葉拾いをしてきました。

これまでは大量の落ち葉が、「燃やせるゴミ」として処分され
てきました。せっかくの自然の恵みを捨てるのはもったいないと
思い、なんとかできないかと考えました。そして2024年度から、
落ち葉による「腐葉土」づくりを試行しました。作成場には、使
われなくなった「うさぎ小屋」を活用しました。金網で囲われ、
空気も通りやすく、落ち葉を堆積させ腐葉土を作りやすいと考え
たからです。
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２０２４年１０月下旬環境委員会が中心となり、腐葉土作りが始ま
りました。全校児童が学校の敷地の落ち葉を拾い、ウサギ小屋に運び
ます。そこへ環境委員が札幌市より各校に支給された米ぬかをふりか
け、水をまき、水分を含ませて重ねていきます。あっという間に高さ
１ｍほどに積み上がりました。腐葉土作りの参考にした資料は「旭川
市のホームページ 落ち葉腐葉土を作ってみよう」です。みんなは落
ち葉を集める楽しさに浸り、例年以上にたくさんの落ち葉を集めるこ
とができました。休み時間に多くの人が自主的に活動をしている姿が
見られました。
集まった落ち葉は1ヶ月後、「切り返し」を行いました。切り返しと

は、落ち葉全体の上下を逆さにして積み直し、水分を均一化すること
です。冬を越して春６月からも月に１度程度切り返しを行いました。
２０２５年１０月腐葉土の体積は半分程度になりました。色も黒く

変わり、葉の形状が細かくなり、「土」のようになりました。それら
を環境委員会がバケツで教材園や花壇に混ぜ込みました。環境委員の
農園にも混ぜました。
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環境委員会では、農園に毎年スイカやさつまいも、キ
ャベツ、大豆などの野菜やマリーゴルドやコスモスの花
を栽培しています。

空になったうさぎ小屋には、今年も落ち葉を集めてい
ます。1年間で腐葉土化することができたので、「落ち葉
拾い」→「うさぎ小屋での腐葉土作り」→「教材園や農
園への搬入」は、1年間のサイクルとして行うめどがつき
ました。環境委員会は作物栽培と合わせ、腐葉土作りも
全校児童へのSDGｓの大切さや食物の素晴らしさを伝え
る活動として続けていこうと考えています。
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